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世界の医療団とは

数字でみる世界の医療団

どのように活動しているの?

1

　危機的な状況や疎外された状況にある世界で最も弱い立場の人々に支援の手をさ

しのべることを目的とした国際人道支援団体です。

国内ボランティアとは何ですか？2

　国内ボランティアは、海外での活動に従事する海外派遣ボランティアと異なり、日本

国内での様々な活動に従事して頂くボランティアです。

　海外での医療支援プロジェクトの一番近くにいるのが海外派遣ボランティアであり、

その活躍がプロジェクトの成功に直接的な大きな役割を果たします。しかしながら、彼

らの活動は決して独力で行われているのではないということも事実です。活動に資金

を提供する寄付者、活動をつつがなく遂行させるためあらゆる作業や調整を行う事務

局スタッフ、そしてその事務局スタッフを様々な形で支援する国内ボランティアの存在

があるのです。

　つまり、日本でのボランティア活動に注いでいただいたスキル、時間、そして熱意

は、人々の手から手を伝い、確実に支援を必要としている人々のところまで届きます。

　また、日本では2010年4月より、初の国内プロジェクト「東京プロジェクト」が立ち上が

りました。ホームレス状態にある人々の、主に精神医療に着目し、様々な活動を行っ

ています。この活動への参加も国内ボランティアになります。

日本の登録国内ボランティアは約200人

日本を含む世界14カ国にある事務局は全て国内ボランティアとともに活動

しています。

プロジェクト数は全ネットワークで毎年300以上。

2009年の実績は78の国と地域で、352のプロジェクトでした。

プロジェクトのおよそ8割は中長期の開発的なプロジェクトです。育成、管

理、システム構築を通じ、世界の医療団の支援活動が終了した後に現地

の人々が独力で医療を継続できることを目指します。

残りのおよそ2割は緊急活動です。自然災害、武力闘争、疫病の流行など

に対し、即時、医療支援と物資調達を行います。

世界の医療団日本の2009年度収入額はおよそ9500万円。

活動に必要な技術、能力を有する医師や看護師などの医療職のボランティア、およ

び医療以外の専門家のボランティアを世界各地のプロジェクトへ派遣します。

日本、フランス、スペインなどにある事務局が、資金調達から、ボランティアの確保、

派遣の手続きなど、ミッションの遂行のために必要なあらゆるサポートをします。

支援の現場では、直接的な受益者（患者）だけでなく、保健医療分野の公的機関、

病院や診療所などの医療施設、医療スタッフなど、プロジェクトを取り巻く関係者との

密接な繋がりを大切にします。
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国内ボランティアにはどんな活動があるの？3

定期的な活動A

専門的な支援活動

コンサルタント、人事、翻訳、IT、法律など

それぞれの分野における専門的な知識、経験があること

国際協力や開発、社会福祉に関心があり、幣団体の理念と活動内

容に共感できること

毎週半日〜1日以上

定期的に、6ヶ月間以上の活動参加が可能なこと

世界の医療団日本 事務局（所在地は文末参照のこと）

任意の場所

活動内容

期待される

技術、能力、

資格

期待される

頻度と期間

活動場所

「東京プロジェクト｣

アウトリーチによる医療相談、医療・福祉へのケアマネジメント、

調査・研究、支援者支援、社会生活復帰支援、アドボカシー　など

ホームレス状態にある人々への医療支援。特に精神・知的機能障がいのある

ホームレス状態の人々の健康と生活の質の向上を支援します。

医療、心理、福祉の分野での資格、知識、経験があること、または

高い関心を有すこと

国際協力や開発、社会福祉に関心があり、幣団体の理念と活動内

容に共感できること

定期的に、6ヶ月以上の活動参加が可能なこと

頻度は職業別で以下の通り。

　　看　護　師：2〜4回／月　　　精 神 科 医：2〜4回／月

　　臨床心理士：1回／週　　　　  社会福祉士：1〜3回／週

　　上 記 以 外：1回以上／週

東京プロジェクト事務局

　　東京都豊島区東池袋4-15-8花舞ビル1F

　　最寄り駅：有楽町線「東池袋」徒歩3分

活動現地（池袋駅周辺の路上や公園など）

主な活動内容

「東京プロジェクト」とは…

期待される

技術、能力、

資格

期待される

頻度と期間

活動場所

路上、公園、駅構内などでのアウトリーチと医療相談

相談者を医療・社会福祉の施設へつなげるソーシャルワーク

SST（Social Skill Trainig)の企画と運営　など

活動の具体例

総務業務の補佐的な活動

寄付情報の入力、寄付者への個別事務連絡、礼状や領収書の作

成と発送、会計業務の補佐など

簡単なPCの操作ができること

国際協力や開発、社会福祉に関心があり、幣団体の理念と活動内

容に共感できること

毎週平日のうち半日〜1日以上

定期的に、6ヶ月間以上の活動参加が可能なこと

世界の医療団日本 事務局

活動内容

期待される

技術、能力、

資格

期待される

頻度と期間

活動場所
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不定期な活動B

土日、祝日のイベント参加

マーケティング代理店と共にイベントに参加し、広報活動を行う

国際協力や開発、社会福祉に関心があり、幣団体の理念と活動内

容に共感できること

不定期で年に数回、6ヶ月間以上の活動参加が可能なこと

東京および近郊、名古屋

活動内容

期待される

技術、能力、

資格

期待される

頻度と期間

活動場所

平日

イベント準備のための事務業務

不定期で発生する技術支援（ITサポート、法律支援など）

国際協力や開発に関心があり、幣団体の理念と活動内容に共感

できること

技術支援の場合、その分野での経験、知識があること

適宜　※必要に応じて打診、相談します。

世界の医療団日本 事務局

活動内容

期待される

技術、能力、

資格

期待される

頻度と期間

活動場所
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採用までの手続きB

応募

国内ボランティアになるためにはどうすればいいの？

採用までの手続きは？4

応募条件A ご自身の専門分野、関心のあるボランティア活動の内容、参加可能頻度、期間などを

明記の上、応募用紙を info@mdm.or.jp までご返送ください。

※尚、緊急を要する場合、たくさんのお手伝いが必要な場合などは、ご希望に関係な

く、登録ボランティアの皆様に一括で活動参加へのご連絡をする場合がありますの

で、予めご了承ください。

応募後の流れ

受領の確認と登録

折り返し、事務局より受領の確認のお知らせをメールにて送ります。

応募用紙に記入頂いた内容でボランティア登録を行います。

活動開始

お願いした活動内容、時間、場所をお受けいただける場合、活動開始となります。

・ 国際協力や開発、社会福祉に関心があり、幣団体の理念と活動内容に共感できる

こと

・ 年齢制限なし

・ 6ヶ月以上の参加が可能なこと

・ 日本語でのコミュニケーションが可能なこと

　（日本語を必要としない封入などの単純作業やコンサルタントなどは除く）

・ 専門家ボランティア（コンサルタント、法律、翻訳、ITなど）は必要な知識、技術などを

有すること

　注）交通費、昼食費などは本人負担です

活動参加のお願い

ご希望のボランティア活動の業務が発生した場合、改めて事務局から連絡します。

その際、必要に応じ、面談を設定します。面談場所は世界の医療団日本事務

局です。

尚、専門家ボランティアの場合は、別途、履歴、職務経歴の分かる書類や資料など

のご提出をお願いする場合もあります。

面談が不要と判断した場合は、活動内容、時間、場所などの案内をし、ご検討をお

願いします。
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国内インターンシップについて5

　大学・大学院以上の学生および社会人を対象にインターンも不定期で受け入れてい

ます。

　インターンシップでは、インターンそれぞれの目的や自主性が求められかつ尊重され

ます。

　これまでのインターンシップは以下のようなテーマで行われました。

　例）プロジェクト事前調査、

　　　災害時国内緊急ミッションを想定した行動計画の策定、

　　　ブログの企画とコンテンツ開発、「東京プロジェクト」事前準備　など

　期間、頻度の条件は以下です。

　1ヶ月以上3ヶ月程度のフルタイム勤務

　　もしくは

　週1回以上、6か月間以上

ご関心のある方は個別にご相談ください。

ボランティア説明会とお問合せ6

　 ボランティア説明会

　年8回、海外派遣および国内ボランティアについての説明会を開催しています。

直近の説明会の期日はウェブサイト www.mdm.or.jp に掲載していますので、ご覧く

ださい。

　また、参加申込も同じくウェブサイト経由で info@mdm.or.jp へのメールで受け付け

ています。

　 その他の問合せ

エフテル・プリュン（Mrs,事務局長）

info@mdm.or.jp

世界の医療団日本 事務局

　　東京都港区東麻布2-6-10 善波ビル2F

　　TEL：03-3585-6436　FAX：03-3560-8073

　　URL： www.mdm.or.jp　E-mail： info@mdm.or.jp
　　最寄り駅：都営地下鉄大江戸線「赤羽橋」 5分

　　　　　　　　 都営地下鉄大江戸線・東京メトロ南北線「麻布十番」 5分　　


